
2024.2.18.受難節第 1主日礼拝（YRCC） 

聖書箇所：マタイの福音書23章25~28節,37~39節 
「『内側』の点検はお済みですか？」 

【1】 危機に際して 
・納屋の火事で焼け死んだめんどりの話 

―翼の下にひなを集め、覆い、守っためんどり 
 
・ご自分の民を集め、守られる神：「主は ご自分の羽であなたをおおい あなたは  
その翼の下に身を避ける。 主の真実は大盾 また砦。」(詩篇 91:4) 

 
【2】わざわいだ！ 

・危機に鈍感な者たちに対するイエスの言葉：「わざわいだ」 
 

・イエスが律法学者やパリサイ人たちを糾弾した理由 
―人々の前で天の御国を閉ざしている 
―自分たちも入らず、入ろうとしている人々も入らせない 
―自覚なく誤った道を案内している 

※「目の見えない案内人たち」(ﾏﾀｲ 23:16,17,19,24,26) 
  
・「わざわいだ」 

―「ああ」(ﾏﾀｲ 11:21)という「嘆き」 
―「哀れです」(ﾏﾀｲ 24:19)という「悲しみ」 
―「幸いです」(ﾏﾀｲ 5:3~12)とは真逆の姿 

 
【3】御翼の陰に身を避けよう 

・主の翼の下に身を避けたルツ 
  ―主から豊かな報いを得る経験 
 

・主の翼の下に身を避けることを邪魔するものとは？ 
 

・自分の弱さや罪深さを知る時、私たちは「心の貧しい者」「悲しむ者」となる 
ペテロの告白「主よ、私から離れてください。私は罪深い人間ですから」(ﾙｶ5:8) 

 
・砕かれた人、へりくだった人とは？ 
 
・主の翼の下に身を避ける者に対する約束 

―「主は心の打ち砕かれた者を癒やし 彼らの傷を包まれる」(詩篇147:3) 
 
▷あなたは、『内側』の点検はお済みですか？ 

 


